
つ
よ
き
「
　
　
　
」
　
拙
寺
ハ
瓦
壱
ツ
落
ず
か
へ
壱
ケ
所
破
損

い
た
さ
ず
無
事
実
二
神
仏
の
加
護
力
な
り
　
去
り
乍
ラ
両
村
之

内
二
而
は
人
壱
人
も
損
し
申
サ
ズ
仕
合
の
事
也
　
府
内
乙
津
鶴

崎
邁
ハ
余
程
人
も
そ
ん
し
候
よ
し
二
承
り
申
候
　
右
十
日
余
り

の
事
　
中
々
筆
紙
二
沓
シ
難
シ
万
か
一
相
記
置
也

二
安
政
五
成
午
年
五
月
廿
五
日
晴
天
　
辰
之
中
刻
山
谷
鳴
動
し
大

　
地
震
三
日
四
日
引
続
き
来
ル
　
然
ル
処
諸
方
大
混
雑
別
而
別
府

　
之
方
動
之
強
く
候
ヘ
ハ
　
皆
々
拙
寺
境
内
始
諸
方
へ
に
げ
行
そ

　
ふ
ぞ
ふ
敷
事
二
候
　
拙
寺
菜
園
二
小
屋
掛
ケ
出
来
　
尤
も
別
府

　
米
屋
清
左
衛
門
　
府
内
服
太
郎
兵
衛
　
日
野
屋
玄
八
八
演
脇
庄

　
屋
其
外
向
ば
田
漫
之
者
多
分
小
屋
掛
ケ
い
た
し
候
　
若
松
屋
隠

　
居
是
ハ
天
口
海
亭
二
寄
寓
　
其
余
性
名
相
記
し
申
サ
ズ
候
　
同

　
日
未
之
刻
頃
夕
立
雨
来
内
外
大
混
雑
　
其
後
半
晴
半
曇
　
辰
之

　
刻
ヨ
リ
相
替
ラ
ズ
時
々
山
谷
鳴
動
皆
々
大
心
配
　
先
年
寅
年
大

　
地
震
二
相
替
ラ
ズ
天
災
恐
敷
事
候
　
夜
分
寺
内
雨
戸
明
け
は
な

　
し
守
夜
専
一
二
申
付
候
　
夜
分
雨
晴
レ
候
得
共
地
鳴
ハ
折
々
相

　
休
マ
ズ
誠
二
不
安
心
之
事
二
御
座
候
　
廿
六
日
曇
天
相
替
ラ
ズ

　
地
震
勤
仕
候
　
夜
分
戌
之
中
刻
大
壱
ツ
来
皆
々
驚
動
　
廿
七
日

晴
天
卯
之
上
刻
大
地
震
壱
ツ
来
　
巳
之
中
刻
又
候
大
壱
ツ
来

夫
ョ
リ
皆
々
大
そ
ふ
と
ふ
追
々
荷
物
ナ
ト
寺
内
え
持
込
小
屋
掛

ケ
出
来
い
た
し
候
　
其
後
地
震
も
段
々
軽
く
相
成
晦
日
小
屋
引

彿
二
相
成
中
候
　
去
り
乍
ラ
少
し
宛
折
々
鳴
動
相
休
マ
ズ
候
二

付
　
六
月
五
日
よ
り
朝
見
八
幡
宮
二
お
ゐ
て
鶴
見
権
現
へ
祈
祷

神
楽
修
行
　
同
七
日

右
二
付
六

ケ
村
寺
院
も
萬
民
安
穏
之
た
め
於
社
中
読
経
祈
願
致
呉
候
様
村

方
庄
屋
方
ヨ
リ
頼
ミ
コ
レ
有
り
候
付
　
七
日
早
朝
ヨ
リ
暑
中
厭

わ
ず
登
山
　
理
趣
分
壱
座
真
読
祈
念
い
た
し
候
　
尤
も
弁
当

銘
々
持
来
先
方
二
面
為
神
酒
壱
杯
コ
レ
有
り
候
　
右
之
義
一
統

俗
説
二
　
此
度
之
地
震
を
鶴
見
嶽
之
荒
と
申
候
為
祈
願
如
此

其
感
悳
か
其
ヨ
リ
鳴
動
不
致
候

古
文
書
解
読

明
治
初
年
の
農
民
蜂
起

　
　
　
　
　
　
　
　
御
一
新
新
運
上
御
断
り

農
民
の
「
御
一
新
」
へ
の
最
大
の
期
待
は
、
年
貢
の
軽
減
で
あ
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っ
た
。
明
治
政
府
が
発
足
し
て
間
も
な
く
、
新
政
府
へ
の
期
待
を

こ
め
て
、
各
地
で
集
会
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
一
揆
と
な
っ
て
暴

発
し
た
。
郷
土
で
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
明
治
三
年
十
一
月
、
総

勢
二
万
の
農
民
が
日
田
で
蜂
起
し
た
「
竹
鎗
騒
動
」
を
ピ
ー
ク

に
、
そ
の
前
後
各
地
で
一
揆
が
起
こ
り
、
村
役
人
や
諸
藩
の
藩
兵

を
キ
リ
キ
リ
舞
い
さ
せ
た
。

　
俗
に
い
う
「
竹
鎗
騒
動
」
と
は
、
隣
藩
の
熊
本
藩
が
雑
税
を
免

除
し
た
の
に
対
し
て
、
逆
に
日
田
県
で
は
大
豆
の
貢
租
（
雑
税
）

を
増
加
し
た
た
め
、
憤
慨
し
た
日
田
、
玖
珠
両
郡
の
農
民
が
竹
鎗

を
携
え
て
日
田
県
庁
の
あ
る
日
田
に
乱
入
し
、
制
止
に
向
か
っ
た

大
属
高
橋
敬
一
　
（
元
亀
川
庄
屋
）
を
刺
し
殺
し
た
騒
動
の
こ
と
で

あ
る
、
こ
の
一
揆
は
諸
藩
の
藩
兵
に
よ
り
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
一
時

県
庁
の
膝
元
が
無
政
府
状
態
に
陥
る
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
。

　
こ
の
「
竹
鎗
騒
動
」
の
影
響
を
受
け
、
同
年
十
二
月
に
政
府
領

の
大
分
郡
庄
内
、
狭
間
一
帯
に
一
揆
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
、
府

内
藩
に
熊
本
藩
な
み
に
、
雑
税
と
庄
屋
・
組
頭
の
廃
止
を
要
求
す

る
も
の
で
、
庄
屋
や
豪
商
を
襲
い
な
が
ら
府
内
城
下
に
押
し
掛
け

た
。
府
内
藩
は
一
揆
の
勢
い
圧
さ
て
れ
、
政
府
に
相
談
な
く
要
求

を
呑
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
極
少
参
事
は
後
に
処
罰
さ
れ
た
。
こ
の

時
、
府
内
藩
が
発
砲
し
た
の
で
、
十
九
人
の
死
者
と
九
人
の
負
傷

者
が
で
た
。

　
府
内
藩
が
一
揆
の
要
求
を
呑
ん
だ
と
い
う
情
報
を
え
た
、
旧
府

内
藩
で
日
田
県
に
編
入
さ
れ
た
庄
内
地
方
の
六
カ
村
が
、
同
じ
直

入
郡
の
十
二
カ
村
を
巻
き
こ
み
、
十
二
月
十
六
日
、
日
田
県
支
庁

の
あ
る
別
府
に
な
だ
れ
込
ん
だ
。

　
今
回
、
解
読
の
史
料
と
し
た
文
書
は
、
当
時
南
鉄
輪
庄
屋
佐
藤

氏
の
「
庄
屋
役
宅
日
歴
」
十
二
月
十
六
日
の
記
述
の
抄
で
あ
る
。

　
結
局
、
山
形
少
参
事
は
独
断
で
熊
本
、
府
内
藩
と
同
様
の
雑
税

免
除
を
約
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
揆
は
鎮
圧
に
駆
け
付
け
た

日
出
、
府
内
、
岡
な
ど
の
藩
兵
に
解
散
さ
せ
ら
れ
首
謀
者
が
処
刑

さ
れ
た
。
こ
の
日
暦
の
十
七
日
以
降
の
記
述
を
略
述
す
れ
ば
、
雑

税
免
除
の
書
付
け
を
加
藤
少
属
が
一
村
ご
と
に
書
き
与
え
た
こ
と

や
、
小
浦
・
小
坂
お
よ
び
別
府
の
村
々
の
小
前
（
百
姓
）
の
な
か

で
加
担
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
。
首
謀
者
は
後
藤
順
平
で
あ
る
こ

と
。
油
布
院
と
別
府
の
北
組
・
南
組
の
与
頭
が
一
緒
に
な
っ
て
順

平
と
の
あ
い
だ
で
激
論
を
た
た
か
わ
せ
、
庄
内
組
が
孤
立
し
た
こ

と
。
順
平
が
召
し
捕
え
ら
れ
て
拷
問
に
あ
っ
た
こ
と
。
別
府
の

村
々
が
一
揆
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
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て
い
る
。

　
余
談
で
あ
る
が
、
明
治
初
年
の
一
揆
は
、
い
か
に
も
明
治
ら
し

い
要
求
が
あ
る
。

一
牛
を
役
人
に
お
い
て
屠
殺
せ
ざ
る
こ
と
。

　
　
　
（
明
ら
か
に
食
肉
の
流
行
に
対
す
る
農
民
た
ち
の
反
発
の
あ

　
　
　
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
）

　
　
　
　
　
　
。
あ
わ
れ
な
る
か
な
ジ
ャ
ン
ギ
リ
頭

　
　
　
　
　
　
　
よ
そ
の
べ
べ
き
て
牛
を
食
べ
’

一
神
仏
の
崇
敬
こ
れ
ま
で
ど
う
り
の
こ
と
。

　
　
　
（
神
佛
分
離
政
策
に
反
対
す
る
素
朴
な
民
衆
の
感
情
を
知
る

　
　
　
こ
と
が
で
き
る
。
）

一
久
住
山
の
硫
黄
採
集
停
止
の
こ
と
。

　
　
　
（
久
住
山
の
硫
黄
を
取
る
と
山
が
荒
れ
て
天
変
地
異
が
起
こ

　
　
　
る
と
い
う
俗
信
か
ら
、
殖
産
重
視
政
策
に
一
矢
を
む
く
い

　
　
　
て
い
る
。
）

　
な
か
で
も
傑
作
は
、
玖
珠
郡
の
山
下
村
騒
動
で
あ
る
。
徴
兵
令

の
諭
告
に
「
西
人
こ
れ
を
称
し
て
血
税
と
い
う
。
そ
の
生
き
血
を

も
っ
て
國
に
報
ず
・
：
」
を
誤
解
し
、
生
肝
を
取
る
徴
兵
令
を
お
そ

れ
て
、
村
社
で
あ
る
お
伊
勢
様
に
集
ま
り
、
お
神
酒
を
供
え
徴
兵

令
の
取
り
消
し
の
お
百
度
踏
ん
で
祈
願
し
た
と
い
う
。
徴
兵
は
、

ま
さ
に
血
税
そ
の
も
の
で
あ
り
、
彼
等
を
笑
う
者
の
方
が
間
違
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
一
今
夕
庄
内
組
百
姓
一
揆
大
勢
　
油
布
院
筋
ョ
リ
立
石
村
江
押

　
　
出
し
河
原
江
屯
し
　
夫
ョ
リ
中
石
垣
始
メ
劫
か
し
　
た
い
ま

　
　
つ
を
点
し
太
鼓
を
打
　
既
二
平
田
・
亀
川
二
及
ひ
候
二
付

　
　
某
夜
中
別
府
出
勤
人
足
美
代
次
・
伊
ハ
召
連
行
　
御
役
所
へ

　
　
罷
出
合
所
二
立
寄
　
合
所
高
橋
新
治
殿
最
早
帰
村
二
面
幸
嶋

　
　
退
蔵
面
巳
留
主
居
致
罷
在
候
　
山
形
少
参
事
ハ
野
口
日
暮
の

　
　
庵
迄
御
出
張
二
付
　
立
寄
御
挨
拶
中
上
　
暁
帰
村
　
其
後
小

　
　
坂
・
小
浦
邁
迄
も
劫
し
候
二
付
　
開
方
ョ
リ
も
小
前
立
出

　
　
別
府
へ
右
逆
窯
押
寄
セ
候
二
付
　
某
人
足
長
六
召
連
直
二
別

　
　
府
へ
出
張
　
合
所
二
幸
嶋
一
同
滞
勤
　
追
々
逆
窯
（
十
六
日

　
　
八
ツ
時
分
）
山
形
少
参
事
へ
傷
付
候
二
付
御
帰
局
　
逆
寞
ハ

　
　
如
潮
市
中
二
人
来
る
　
俣
屋
・
米
や
・
豊
後
や
・
丸
屋
杯
各

　
　
　
（
逆
黛
へ
）
飯
酒
出
し
　
筆
二
も
難
尽
有
様
な
り
　
市
中
は

　
　
逆
党
横
行
春
楼
粛
然
萄
妓
色
を
失
ひ
　
老
幼
震
憬
れ
候
事
言

　
　
語
同
断
な
り
　
今
晩
（
十
六
日
夜
な
り
）
御
役
所
ハ
皆
々
演

-
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'-

脇
崇
福
寺
へ
御
移
転

會
所
ニ
ハ

言
剱
氏
４
ｔ

無
人

幸
嶋
氏
も
帰
宅

只
某
□
夫
両
人
面
巳
相
滞
り
候
外
二
秋
吉
善
次
泊
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
入
江
）

､?、

ｌ
ｔ
７
爺
瓜
ま
琴
戈
４
參
極
々
曳

希
が
椚
句
心
漬
７
ｔ
・
４
唇
瓦
呟
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